
万戸到達も県
内
七
つ
の
自
治
体
で
年
間

件
の
住
居
確
保

レ
キ
オ
ス

　　特集　　

見
守
り
契
約
伸
長
も

家
主
は
孤
独
死
懸
念

ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト

安
否
を
通
知
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入

住
宅
工
営

　
レ
キ
オ
ス
（
沖
縄
県
那

覇
市
）
は
、
要
配
慮
者
の

住
居
確
保
に
悩
む
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
対
し
、
講
習

会
や
相
談
な
ど
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
要

配
慮
者
の
入
居
を
困
難
に

し
て
い
る
大
き
な
理
由
と

し
て
、
管
理
会
社
や
家
主

の
情
報
不
足
に
よ
る
不
安

が
あ
げ
ら
れ
る
た
め
、
入

居
対
象
者
の
特
性
を
踏
ま

え
て
保
証
や
見
守
り
な
ど

の
居
住
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

円
滑
な
住
居
確
保
に
つ
な

げ
る
狙
い
が
あ
る
。
居
住

サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
下

地
雅
美
事
業
本
部
長
は

「
障
害
者
や
高
齢
者
に
対

す
る
居
住
支
援
の
実
態
を

ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
。
こ
う
し
た
啓

蒙
（
け
い
も
う
）
活
動
を

通
じ
、
福
祉
事
業
者
と
不

動
産
会
社
に
あ
る
認
識
の

違
い
を
少
な
く
す
る
こ
と

で
連
携
を
図
れ
る
よ
う
に

な
り
、
誰
も
が
住
み
や
す

い
地
域
の
実
現
に
つ
な
が

る
」
と
語
る
。

　
４
月
に
沖
縄
県
の
居
住

支
援
法
人
に
指
定
さ
れ
た

同
社
で
は
、

年
前
に
那

覇
市
の
委
託
事
業
「
居
住

サ
ポ
ー
ト
」
を
担
い
、
部

屋
が
借
り
ら
れ
な
い
人
た

ち
の
住
ま
い
探
し
を
支
援

し
て
い
る
。
現
在
、
県
内

七
つ
の
自
治
体
で
高
齢
者

と
障
害
者
の
居
住
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
、
年
間

件
の

相
談
、

件
の
成
約
を
実

現
し
て
い
る
。

　
近
年
、
相
談
が
多
様
化

し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
、
児

童
養
護
施
設
を
退
所
す
る

未
成
年
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
相
次
ぐ
。
こ
う
し

た
相
談
が
委
託
事
業
と
し

て
い
る
高
齢
者
と
障
害
者

と
比
べ
て
、
現
在
３
倍
の

件
数
に
上
る
。
「
要
配
慮

者
だ
け
で
な
く
、
住
居
の

確
保
が
難
し
い
す
べ
て
の

人
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
だ
」
と
下
地

事
業
本
部
長
は
語
る
。

　
同
社
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
の
登
録
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
は
改
修
補
助

事
業
の
利
用
を
進
め
て
い

る
が
、
同
制
度
を
利
用
し

た
入
居
は
ま
だ
な
い
。

　
「
オ
ー
ナ
ー
や
地
域
事

業
者
に
同
制
度
の
啓
蒙

（
け
い
も
う
）を
続
け
て
き

た
が
、
ま
だ
実
際
に
使
え

る
制
度
に
は
至
っ
て
い
な

い
。今
後
は
、登
録
住
宅
の

拡
大
だ
け
で
な
く
、
要
配

慮
者
の
住
居
確
保
や
居
住

支
援
が
円
滑
に
進
む
制
度

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」（
下
地
事
業
本
部
長
）
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（
４
面
か
ら
続
く
）

▶
住
宅
工
営
で
導
入
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

ネ
ッ
ト
住
宅
の
拡
充
に
貢
献

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」
（
岩

元
共
同
最
高
経
営
責
任
者
）

　
全
国
に

万
戸
超
の
登
録

が
あ
る
う
ち
、
大
手
の
大
東

建
託
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
ビ
レ

ッ
ジ
ハ
ウ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
物
件
合
わ
せ
て
約

万

戸
超
と
２
社
で
９
割
超
と
な

る
。
国
が
目
標
と
す
る
登
録

戸
数
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

不
動
産
会
社
、
入
居
者
側
の

認
知
は
、
ま
だ
一
部
に
と
ど

ま
る
状
態
だ
と
い
え
そ
う

だ
。

　
国
交
省
の
橋
口
真
依
氏
は

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
の
普
及
の
た
め
、
地
方

公
共
団
体
へ
の
働
き
か
け

や
、
業
界
団
体
と
連
携
し
た

オ
ー
ナ
ー
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
語
る
。

　
２
本
目
の
柱
で
あ
る
、
経

済
支
援
の
現
状
だ
が
、
改
修

工
事
や
家
賃
補
助
の
対
象
に

な
る
専
用
住
宅
の
登
録
戸
数

は
、
８
月

日
時
点
で
約
４

３
０
０
戸
と
ま
だ
少
な
い
。

ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ
て
家

賃
補
助
の
有
無
が
分
か
れ

る
。

　
同
制
度
の
３
つ
目
の
柱
で

あ
る
、
入
居
者
の
支
援
に
関

し
て
は
「
居
住
支
援
法
人
」

な
ど
が
役
割
を
担
う
。
国
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を

受
け
今
年
度
か
ら
居
住
支
援

法
人
へ
の
支
援
を
強
化
。
孤

独
・
孤
立
対
策
と
し
て
の
見

守
り
、
空
き
家
を
借
り
て
サ

ブ
リ
ー
ス
方
式
で
要
配
慮
者

に
生
活
支
援
を
行
う
居
住
支

援
法
人
に
は
、
補
助
限
度
額

を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

で
は
、
見
守
り
な
ど
の
入
居

支
援
を
行
う
居
住
支
援
法
人

を
都
道
府
県
が
指
定
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。現
在
、

都
道
府
県
に
指
定
を
受
け
て

い
る
居
住
支
援
法
人
は
、
８

月

日
時
点
で
４
４
９
社
。

　
入
居
者
支
援
に
関
し
て

は
、
ま
だ
居
住
支
援
法
人
自

体
が
少
な
い
こ
と
や
、行
政
、

不
動
産
会
社
、
居
住
支
援
法

人
と
い
っ
た
要
配
慮
者
の
住

居
確
保
に
携
わ
る
関
係
者
の

情
報
連
携
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、
制
度
が
現
場
に

そ
ぐ
わ
な
い
実
情
も
垣
間
見

え
る
。
そ
の
一
つ
が
、
見
守

り
に
対
す
る
補
助
だ
。

　

都
道
府
県
で
居
住
支
援

法
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ホ

ー
ム
ネ
ッ
ト
（
東
京
都
新
宿

区
）
は
、
グ
ル
ー
プ
で
家
賃

債
務
保
証
事
業
、
在
宅
介
護

事
業
な
ど
を
行
う
。

年
に

は
、
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る

オ
ー
ナ
ー
の
リ
ス
ク
や
不
安

の
軽
減
に
つ
な
が
る
、
賃
貸

住
宅
向
け
の
高
齢
者
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
「
見
ま
も
っ
Ｔ
Ｅ

Ｌ
（
テ
ル
）
プ
ラ
ス
」
の
提

供
を
開
始
し
た
。

　
契
約
数
を
伸
ば
し
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
に
頼
ら

な
い
居
住
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
「
孤
独
死
な
ど
の
リ

ス
ク
を
取
っ
て
ま
で
高
齢
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と

い
う
オ
ー
ナ
ー
は
少
数
」
と

居
住
支
援
連
携
室
の
種
田
聖

課
長
は
話
す
。
　
　

　
同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
初
回

登
録
料
１
万
１
０
０
０
円
、

月
額
１
６
５
０
円
（
い
ず
れ

も
税
込
み
）
の
利
用
料
で
、

週
２
回
の
安
否
確
認
と
、
孤

独
死
発
覚
後
に
か
か
っ
た
原

状
回
復
費
用
な
ど
を
１
０
０

万
円
ま
で
補
償
す
る
。
高
齢

入
居
者
が
契
約
し
、
自
費
負

担
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
約
５

６
０
戸
を
管
理
す
る
住
宅
工

営（
東
京
都
八
王
子
市
）は
、

高
齢
者
で
も
簡
単
に
操
作
で

き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
機
器
「
Ｌ
１
ｍ

ｎ
ｅ

ｔ（
エ
ル
ワ
ン
　
ネ
ッ
ト
）」

の
管
理
物
件
へ
の
導
入
を
９

月
中
旬
か
ら
進
め
て
い
る
。

　
Ｌ
１
ｍ

ｎ
ｅ
ｔ
は
、
ボ

タ
ン
と
カ
ー
ド
を
採
用
し
た

固
定
電
話
サ
イ
ズ
の
端
末

だ
。
携
帯
電
話
の
通
信
網
を

利
用
し
、
端
末
を
電
源
に
つ

な
ぐ
だ
け
で
使
用
で
き
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約

が
不
要
。
利
用
者
は
指
定
の

時
間
ま
で
に
カ
ー
ド
を
端
末

に
置
き
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て

自
身
の
安
否
を
知
ら
せ
る
。

通
知
が
な
い
場
合
は
、
同
社

の
社
員
が
住
戸
に
駆
け
付
け

る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
初
期
契
約
事
務
手

数
料
は
１
万
１
０
０
０
円
、

利
用
料
は
月
額
４
５
０
０
円

（
い
ず
れ
も
税
込
み
）
だ
。

　
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
入

居
者
が
契
約
し
利
用
料
を
負

担
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
で
は
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
入
居
者
へ
の

補
助
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
国
交
省
の
橋
口

氏
は
、
「
同
制
度
で
は
、
入

居
後
に
お
け
る
国
の
支
援
と

し
て
、
入
居
者
に
対
す
る
家

賃
低
廉
化
補
助
の
ほ
か
、
居

住
支
援
法
人
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
支
援

を
進
め
る
中
で
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
に
入
居
し
た

後
も
、
見
守
り
な
ど
の
居
住

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
や
す

い
仕
組
み
作
り
を
行
う
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
」と
語
る
。

　
住
宅
工
営
で
は
見
守
り
だ

け
で
な
く
、
他
社
の
仲
介
店

舗
で
取
り
合
っ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
高
齢
者
や
精
神
障
害

者
の
部
屋
探
し
も
行
う
。
要

配
慮
者
は
保
証
会
社
の
入
居

審
査
に
通
ら
な
い
場
合
も
多

く
、
入
居
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
。
そ
の
た
め
、
同
社
で

は
約
１
０
０
戸
の
自
社
物
件

を
保
有
し
、
受
け
入
れ
が
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
は
、

自
社
所
有
物
件
の
う
ち
８
戸

を
登
録
住
宅
と
し
て
掲
載
。

だ
が
、
要
配
慮
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
は
な
く
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
か
ら
の
流
入
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

　
福
祉
事
業
部
の
望
月
洋
部

長
は
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
宅
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
は

物
件
情
報
や
室
内
写
真
が
少

な
く
、
利
用
者
目
線
で
サ
イ

ト
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
当
社
だ
け
で
な

く
他
社
の
管
理
物
件
や
地
域

で
要
配
慮
者
の
受
け
入
れ
を

行
う
体
制
を
築
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
指

摘
す
る
。
　

　
同
社
は
、

福
祉
や
不
動

産
に
関
わ
る

地
域
事
業
者

が
連
携
強
化

を
図
る
重
要

性
を
、
八
王

子
市
の
居
住

支
援
協
議
会

に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
訴

え
て
い
る
。

　
同
制
度
普

及
の
課
題
と
し
て
、
そ
も
そ

も
オ
ー
ナ
ー
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
の
制
度
を
知
ら

な
か
っ
た
り
、
登
録
自
体
に

前
向
き
で
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
要
因

と
し
て
制
度
の
３
本
目
の
柱

で
あ
る
入
居
者
の
支
援
体
制

が
模
索
中
で
、
オ
ー
ナ
ー
が

安
心
し
て
要
配
慮
者
に
物
件

を
貸
し
出
せ
る
制
度
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
。

　
福
岡
県
で
１
８
９
戸
を
所

有
す
る
小
場
三
代
オ
ー
ナ
ー

（
福
岡
市
）
は
、
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
に
登
録
し

て
い
る
所
有
物
件
は
な
い
。

登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

づ
ら
い
ほ
か
、
ど
う
い
っ
た

人
が
入
居
す
る
の
か
が
不
安

だ
」
と
語
る
。

　
公
営
住
宅
が
果
た
し
て
き

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅

の
役
割
を
、
民
間
の
賃
貸
住

宅
が
担
う
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、制
度
の
認
知
に
加
え
、

要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
へ
の
リ
ス
ク
を
抑
制
で
き

る
制
度
へ
と
前
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
須
だ
。

〈
取
材
を
終
え
て
〉

　
登
録
住
宅
の
戸
数
が
拡
大

す
る
一
方
で
、
制
度
の
認
知

と
登
録
住
宅
へ
の
入
居
促
進

に
課
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

た
。
要
配
慮
者
の
受
け
入
れ

に
は
管
理
会
社
、
家
主
、
福

祉
事
業
者
の
協
力
が
必
要

で
、
立
場
の
異
な
る
者
が
連

携
す
る
た
め
の
旗
振
り
役
が

各
地
域
で
必
要
に
な
る
。
住

宅
の
確
保
や
補
助
金
の
充
実

だ
け
で
な
く
、
制
度
が
機
能

す
る
た
め
の
施
策
を
国
に
求

め
る
取
材
先
の
声
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
。（

藤
田
）


